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血行動態からみた運動能

富谷久雄＊斉藤俊弘＊
滝沢太一＊稲垣義明＊

はじめに

　慢性心不全患者の運動能を規定する因子につい

ては多くの議論がなされている。心血行動態は，

そのなかで主要な因子のひとつと考えられる。今

回，心血行動態からみた運動能について陳旧性心

筋梗塞症27例を対象に運動負荷試験を施行し検討

したので報告する。

対象と方法

　対象は狭心症を有さない陳旧性心筋梗塞症のう

ち運動負荷タリウム心筋シンチグラフィにて再分

布の見られない欠損を有する男性27例である。年

齢は54±9歳（33～68歳）であった。梗塞部位は

前壁が17例，下組が5例，前壁＋下墨が5例であ

った。全例，胸部X線写真にて肺野に異常を認め

ず呼吸機能（％肺活量，1秒率）も正常であった。

運動負荷は定量負荷型臥位自転車エルゴメーター

を用い，1．O　Watt／kgより開始，4分ごとに

0．25Watt／kgずつ増量する多段階漸増負荷法で

行なった。運動中，血圧，心拍数，肺動脈圧を1

実ごとに，心拍出量，左室駆出分画を4分ごとに

測定した。左室駆出分画は，Tc－99m体内標識赤

血球を用いたマルチゲート法，肺動脈圧は検査に

先だち，あらかじめ挿入しておいたスワンガンツ

カテーテルにて測定，心拍出量は色素希釈法によ

り測定した。運動負荷タリウム心筋シンチグラフ

ィは1カ月以内の別の日に同一負荷量で施行し

た。また運動能の指標には運動負荷時間を用いた。

運動負荷は，自覚的最大まで行うことを原則とし

た。自覚症状の評価にはボルグ指数を用い，17前

後を終点とした。

結果

　運動の中止理由は下肢疲労が23例，呼吸困難が

4例であった。運動負荷時間は4分から12分で平

均8．5±3．3分であった。心血行動態の変化を安静

時と最大負荷時で比べると心係数，平均肺動脈圧

は有意に増加し，左室駆出分画は変化がなかった

（表1）。運動負荷時間と安静時心係数および運

表1安静時，最大負荷時心血行動態

安静時 最大負荷時

収縮期血圧

拡張期血圧

心係数

（mmHg）

（mmHg）

（1／min／m2）

平均肺動脈圧（mmHg）

心拍数 （／min）

一回拍出係数（ml／m2）

左室駆出分画（％）

左室拡張終期容量係数（ml／m2）

136±22

　83±11

2．　8±O．　9

14．　3±4．　8

　71±11

　39±10

　46±14

　92±33

184±31

103十15

5．　2±2．　2

37．　3±12．　8
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　46±16
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図1　運動負荷時間と最大負荷時心係数（上），運

　　動負荷時間と最大負荷時平均肺動脈圧（下）
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動負荷時間と安静時平均肺動脈圧には，それぞれ，

r＝0．41（p＜0．05），r＝一〇。44（p＜0．05）　と弱い

相関が認められた。運動負荷時間と最大負荷時心

係数および運動負荷時間と最大負荷時平均肺動脈

圧には，それぞれ，r＝0．68（p＜0．001），

r＝一〇．63（p＜0．001）の良好な相関が認められた

（図1）。心係数を規定する因子と運動負荷時間

との関係をみると，最大負荷時左室駆出分画は運

動負荷時間には相関がなく，最大負荷時心拍数と

運動負荷時間にはrニ0．51（P＜0．01）の相関が認

められた。なお最大負荷時左室拡張終期容量係数

と運動負荷時間には相関がなかった。これらのこ

とより最大負荷時心拍数が運動負荷時間を規定し

ていると考えられた。つぎに心機能の保たれてい

る群と低下している群で比較した。そのために対

象を安静時の左室駆出分画が50％以上の群と50％

未満の群とで分けて検討した。最大負荷時心係数

と運動負荷時間には50％未満の群ではr＝0．60

（p＜0．05）の良好な相関があったが，50％以上の

群では相関がなかった（図2）。最大負荷時平均

肺動脈圧と運動負荷時間には安静時左室駆出分画

が50％未満の群ではr＝一〇．66（P＜0．01），50％

以上の群ではr・＝一〇．61（P＜0．05）とともに良好

　O　5　10　15　20　　　　　　　　運動負荷時間（分）

図2　運動負荷時間と最大負荷時心係数

　　安静時LVEF＜50％　の群（上），安静時

　　LVEF≧50％の群（下）

　　LVEF：左室駆出分画
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運動時間と最大負荷時LVEF

安静時LVEF＜50％　の群（上），

LVEF≧50％の群（下）

LVEF：左室駆出分画
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図4　運動負荷時間と安静時心係数（上），運動負

　　荷時間と安静時平均肺動脈圧（下）

な相関があった。最：大負荷時左室駆出分画と運動

負荷時間には50％未満の群ではr＝0．62
（P＜0．05）の良好な相関があったが，50％以上の

群では相関がなかった（図3）。

考 察

　慢性心不全患者において，安静時ないし運動時

心血行動態と運動耐容能とは相関しないとする報

告が多い。1）～3）図4に，陳旧性心筋梗塞症を対象

にして安静時心係数と運動負荷時間について検討

したものを示す。図に示すように従来の多くの報

告と同様，両者には相関は認められなかった。そ

の理由のひとつとして，この対象には狭心症を合

併している例と合併していない例をまとめている

ためということも考えられる。そのため今回は対

象を狭心症を合併していない陳旧性心筋梗塞症と

した。さらに診断の精度向上のため全例，運動負

荷タリウム心筋シンチグラフィにて再分布の見ら

血行動態からみた運動能　　433

れない欠損を有する例とした。運動負荷時間と安

静時心係数，安静時平均肺動脈圧および運動負荷

時間と最大負荷時心係数，最大負荷時平均肺動脈

圧には，ともに，有意の相関が認められた。すな

わち，対象を狭心症を合併しない陳旧性心筋梗塞

症にかぎると，安静時，運動時心血行動態は，運

動能を規定する因子であることが判明した。つぎ

に心機能の重症度で比較すると，安静時左室駆出

分画が50％以上の群では，運動負荷時間は最大負

荷時平均肺動脈圧とは相関があったが，最大負荷

時心係数，最大負荷時左室駆出分画とは相関が認

められなかった。これは，心機能が保たれている

群では，心血行動態以外の因子，例えば，骨格筋

における酸素利用能，肺機能などが運動能に影響

を与えているためと考えられた。一方，安静時左

室駆出分画が50％未満の群では，運動負荷時間は

最大負荷時心係数，最大負荷時平均肺動脈圧およ

び最大負荷時左室駆出分画とともに良好な相関が

認められ，心機能の低下している群では，とくに，

心血行動態は運動負荷時間を規定していた。

総 括

　狭心症を合併しない陳旧性心筋梗塞症におい

て，運動時心血行動態は運動負荷時間を指標にし

た運動能を規定することが明らかになった。とく

に，心機能の低下している例でこの傾向が強かっ

た。
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